
Ministry of

Internal Affairs and

Communications

M I C  M O N T H L Y  M A G A Z I N E

12
2019

Vol.228

来い未 へ、暮らしを
明る

育てる情報誌

12月号特集

AI、どう使う?
知って安心　AI利活用

鹿児島県 肝地方の 付町
九州南端　大隅半島

かがやき 広がる太平洋　連なる山々

自然豊かなこの地で　宙を仰ぐ
そら

地球と宇宙をつなぎ　未来を拓く

ロケット発射場のある町



春夏
秋冬

総務省の情報をキャラクターがご紹介！教えて

二十四節気
にじゅうしせっき

だより

よたや湯病なもそ上一
うり冬に息り昼のの年
です至入災まが最南の
するか た うっをす短 に
。とぼ る ちた願。く 来日 、こち こりっ 、 る太
ろゃ の夜、、て 22 頃陽
もを小 日が日 が、 で
多食豆ゆは長は 軌すいべ粥ず無く最 道。
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※二十四節気は毎年1日ほど前後します。大雪（12/7）、冬至（12/22）は今年の日付です。

冬
至
とうじ

をさクもこ始年寒平冬
潜なマがのめ越さ地将
め生は忙時るしがで軍「てき冬し期 や厳も到正いもごくか 新し雪来ま もなら月 いの 年 が。す りる行事 季た の 北積。 を一わ始 節ち 準 国

し方れめ でも
は 備 で、で、」 する息小 誰もを は、 。、

大
雪
たいせつ

12月

季節のうつろいを味わう

二十四節気は太陽の運行を基準にした太陽暦です。

1年を24等分し、「立春」をスタート地点として、
15日ごとにその時期の自然現象を表す美しい名前が付けられています。

二十四節気から、「暑い」「寒い」だけではない、季節の移り変わりを感じてみませんか?

「

風詩
物

果物の女王」と呼ばれ
るラ・フランスがおい
しい時期です。10月末
頃に収穫され、低温貯
蔵された後、追熟の期
間を経て、この時期に
食べ頃になります。

11月から12月にかけて、
葉が赤やピンク、乳白色な
どに色づくポインセチア。
この時期に鉢物が出回る
ことや、赤と緑のコントラ
ストから「クリスマスフラ
ワー」とも呼ばれます。
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センサスくんと
「センサスくん」

みらいちゃん
は、未来の時代を担う赤ちゃ

んをイメージしたキャラクターで、「みらい
ちゃん」は、オンライン回答を促進するキャ
ラクターです。いずれも統計局が行う統計調
査を応援するイメージキャラクターです。

統計調査へのご理解とご回答を！
統計局では、政府統計の中核的機関として、国勢
調査や経済センサスをはじめ、労働力調査、家計
調査、小売物価統計調査などを実施し、社会経済
実態の把握と我が国の情報基盤となる統計情報
を多角的に提供しています。また、2020年には、
調査開始から100年を迎える令和初の国勢調査
が実施されます。日本国内に住むすべての人と
世帯が対象です。
令和2年国勢調査へのご理解とご回答をお願
いします！

Contents

18 MIC NEWS  01

ご存じですか？「特定非常災害」の指定

20 MIC NEWS  02

「あなたのために。くらしのために。」統計調査

22 MIC NEWS  03

「三ない運動」をご存知ですか?

23 世界にはばたく総務省
アルゼンチン共和国とのICT及びデジタル・ガバメント分野での
協力覚書の交換について

鹿児島県 肝付町
14 地方のかがやき

AI、どう使う? 知って安心 AI利活用
～AI利活用ガイドラインを公表しました～

04 特 集



05 MIC |  Vo l . 2 2 8 .  |  D e c emb er 2 019 D e c ember 2 019 |  Vo l . 2 2 8 .  |  M IC 04

特集

特集  ● AI、どう使う?

AI、どう使う? 知って安心
AI利活用

～ AI利活用ガイドラインを公表しました～
て醸とせか則わしるる紹定な原た

　
く私な使今活に

　
り葉身普

い ・成が、らをって方方介 ぜ A則 ここたくっ後で搭スまがの及

　

人期 公まに、 、共てい、にし こ Iを こと
が
ち使ては利載マしよ回が工A 待 表すつ A い A有 で 用 ーの含 たる 加 のういさ さ くり急さ ま の 知し。 Iな I くし I む はガ こ方 利 生 らすれト。す 聞で速れ えが 全 た 能に の、 に ガ 、 に （イ

予
想 と フ活

る
」 るた かもにる そ な 、。 活便 デ A の 総 とっ て対 A さイ がど ド 用務 に 意
「
自 A取て れの か れす 益 Iー I ド 増組 、 ラ に省 浸 識 I
方
も

ォ Aれ Aン
ぞ や Iる I

進
みい 方 に 分を A まる タををが イラ え 多 、く を れ つ 関が 透 すは を よと ）す 家 私の信行 を 利 、 くと 増 Iこ 開 イの いン す公。しＡるＡ 日電 ういたン な 開考頼う進立のに提発用てを る表 てＩこＩ 常な にうちと 発えのこさ場原関供すすご策 10 し いがとを 生ど な、

り
、 言の・

AIはこんな身近で使われています。

AIはこんなところでも使われ始めています。

会社でも使われているの?

イはがなよ Aの
メ関使会く Iこ
ー係う社 と聞 っジ でな のも く てが し「い 人の けあ ょ人っ やる で どう工て 研な 、 、 知い僕 ?究大ぁ 能うに者き。 」

いピボ例も実
まーッえ使は
すカト わ、
！ ば 身ーや れ、 近にスおてマ な使 掃いわー もま除れト のすてスロ に。

意使そ収魚え
外わん穫のー
だれなや目 !?
わて 選と 利
！い 別きこる 、ろの  !? 野

? に 菜
も の

し手ノ熟そ
れ助ウ練う
まけハので
せにウ職す
んもを人ね

。ね
。
な受の
るけ技
か継術
もぐや

いも実思て A企 へ
る導はっ 〜い I業
ん入中て 。だっるだ いが小 けて
ね たん 、進企 が大！ けだん業 使きどでで とっな、

すレつしマ除イお使トお
る
。
シけかー ッ っを 掃 ス掃
ピ本

当
てけト チ てピ除し 除も いくるス を ーロて ロ教 押 るれだピ カボに わ便

利
え くすボたけー ーッ
て トカれだ ！なくり
、
で ッ

け やよ 、ーる トれ料電 で スね は は理気
ら
、た 床 私マ！ 、 、りのを話ス

し
、掃ス もー

すに境知な内お
る掃のをど蔵
も除学行をの
のを習い通カ

掃
除

も メロしをつじ
あま 、ラボ行つ障り い、 やす ッ部ま 害セ。、 ト
す会自屋物ン
。話動ののサ
を的環検ー

り理操タて質ス
すの作ーく問マ
る
も
レがネ をれ ー
シでッ 投ま トのピ トき げスも すを を かた 。 ピあ教 介 けり さり ーえ し る、 らまて天 カて とす に気 ーく 家 応。 、れや電イ答
た料のンし

色ツヤや身の締まり、脂の入り方などの複雑な
要素が凝縮されたマグロの尾の断面画像をAIが
学習。AIが瞬時にその品質を判定。

出典: TUNA SCOPEウェブページ（https://tuna-scope.com/jp/）

※
機
能
は
製
品
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

A
I
マ
グ
ロにの託

す目利
き
を

等級ごとのキュウリ画像をAIが学習。AIが等級
の判断をお手伝い。

出典: 総務省情報通信政策研究所「AIネットワーク社会推進会議
 AIガバナンス検討会第4回資料」

キ
ュ

A
Iウにリ

選
別
機

よ
る

無回答

導入意向なし

導入検討

AI導入

（資料）総務省「通信利用動向調査（2017年）」
出典: 総務省情報通信政策研究所「AIネットワーク社会推進会議AI経済検討会第5回資料」
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AIはいいことばかり?
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にかて家いにらい
なもく事こなっろ
ー
。
でれ とるたを いばしけきるな ろっ、どるロん Aか 、教とボで I 生り えいッもねっ活
いトや て！てが
のとっ い楽も

たい対ま
る

対
し
そ

い しす う
で人て てですも不

ね
。期で す。多安 待もくを が、

ね
。

い A感 A膨
る Iじ Iら
みてにみに

なけなのを情ラ本
の 当か
ど
、
こね感報ー
と！ じのや具 ねし はなて悪制！ら体よんい用御

 

? 的 シくとるな不に ス分な人ど
は テかくがに
ど

能
、っ不多不個ム

うた安い安人エ

みがれボしロな例
ま想たッたボんえ
し定らト ッが でば
ょさどが ト、 も、
う
。

実 先」れの色 のや際 ほるよ々 話っ
に どのうや がて

かなっ家あく
「
家

見影て事りれ事
て響くロまるを

ちかもがちな
Aゃ し侵にん

っ I れ害危かた
…
…
。

さ害をな よ
使いれをく

た加うと 分
りえのい か

うすた、 ら不 るこ りな安 こと プいにね
。
とラけな もイ

っなあバど
、てんるシ私

きだかーた

覧をた 様こ た そ
く作ら

き
、

とも し生
々とい、めて活うこ Aだ成良 ながう Aに をかうさ い 立大 Iし こ Iは 豊もいい よ っ場 とま 事 、をかし。 ね

、
うの
有

Aてだをし 利にれこ Iことおたと 用すまと識 うを思互 で。い るせ次 を者 い作う いい きとんの 気にま うるガ に るとペ に議す知も人イ よもー し
ね
。

ド 論。っのもう みそ にジ てい てな使 んラ にこ 、をイいた おんうす安なでごンけだ くだ人る心の、

出典「性別、: 世代別にみるロボットやAI（人工知能）への期待と不安」（株）富士通総研作成資料
 （https://www.fujitsu.com/jp/group/fri/report/newsletter/2017/no17-015.html）

出典: 総務省情報通信政策研究所「AIネットワーク社会推進会議 報告書2018」

ロボットやAIへの期待と不安

居住に関するユースケース

産学民の有職者による会議～AIネットワーク社会推進会議～

総務省では、社会全体におけるAIネットワーク化の推進に向けた社会的・経済的・倫理的・法的課題を総合的に検討す
ることを目的に、2016年10月から、産学民の有識者により構成された「ＡＩネットワーク社会推進会議（」議長：須藤 修 
東京大学大学院情報学環教授・東京大学総合教育研究センター長）を開催しています。これまでに、ＡＩの開発者が留意
することが期待される事項を整理した「国際的な議論のためのＡＩ開発ガイドライン案」やＡＩの利用者やデータ提供者
が留意することが期待される事項及びその具体的な解説をまとめた「ＡＩ利活用ガイドライン」を公表し、ＡＩの開発及
び利活用の促進に向けて検討を行っています。

% 0 10 20 30 40

まだ具体的なイメージが湧かない

ロボットやAIが進化して医療や介護に役立ってほしい

システムエラーによって被害が生じそうで不安

ロボットやAIが自動翻訳し、通訳代わりになってくれるとよい

ロボットやAIが進化して家事など日常のサポートをしてほしい

自動車を自動で運転・操縦してほしい

人間の能力を超えて制御不能になるのではないかと不安

身体に装着できるロボットで、日々の活動や
移動が楽にできるようになるとよい

自分の情報が悪用されるのではないかと不安

形のあるロボットではなくても、アイフォンのSiriのようなものが
もっと高度になり、口頭で何でも相談できるとよい

ペットのような癒しロボットやAIが欲しい

ロボットがフロントやコンシェルジェなどをしている
ホテルに泊まってみたい

人間との区別がなくなってしまいそうで不安

ロボットやAIは何となく信用できない

VRの中で旅行ができるようになったら利用してみたい

ロボットやAIに自分の仕事を取られそうで不安

恋人やパートナーのようなロボットやAIが欲しい

ARで、実際には行かれなくても参加できるサービスが
あったら利用してみたい

シナリオ上想定される 発生 発生 リスクが顕在化した場合 発生 発生 被害分析の視点 シナリオ上想定されるインパクト（例） リスク（例） 種別 確率 に想定される被害（例） 種別 確率 規模

開発者・ ・市場の拡大や雇用の創出につながる。 （1）ハッキング等によ
プロバイダ り、ロボットが制御不能 不変 中

に陥るおそれがある。

（2）ハッキング等によ
り、パーソナルデータ

*** *** *** ***
（位置情報や行動履歴
等）が流出し、悪用され 不変 小
るおそれがある。

利用者（生活 ・快適な居住空間で生活することができるようになる。 （3）AIシステム間の連携 （1）・（3）ロボット同士が
視
点
別

者、家電メー ・家事の負担が軽減され、時間を有効に活用することが が十分でなく、室温の 衝突したり、人間に危害 小
カー、ロボッ   できるようになる。 調整ができなかった を加えたり、家具を破損 新規 小 ［生命
トメーカー ・家事の負担が軽減されるため、女性や高齢者の社会進出に り、ロボットが正常に動 するおそれがある。不変 中 経済］
等）   つながる。 かないおそれがある。

（2）プライバシーが侵害 中されたり、犯罪に悪用さ 不変 中 ［人格れるおそれがある。（4）AIシステムに家事を 生命］
依存しすぎるおそれが
ある。 （4）災害発生時等におい

不変 中 てAIシステムが利用でき
なくなった場合、生活が 小新規 小
困難になるおそれがある ［社会］
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とこ
いれ
け全
な部
い気のに
し
な
い

?

と
は
「
ガ
イ、守ド

らラなイい
と
…
…
。

ン
」っ
て
こ

まどかわこるでマが運た例もたい「しう、っののはー重転 変方い自 「 おょか てよで ト視」公
え
ばわがえ

分 な掃う は っ 、を いう スさ 前 い平 除 用の。一 な れど てるな ピ ロの い途利 い性緒 ーるで くペ 原事形 」 ボ にに用 で等 では ーるカ 則ッ よ業でし 「考
え
シ がーし とトジ や、で ょ 安 っ思ー 自 ょ重と 」に そてう 全や いてンは分 う視の 「出 の気か し性 まいでどが さ会 自て 重に。 、」 すきはう携 れ話ス等動き みし。

れっ安うに提し 必そ
し 心 安供 要んと

る
」
よら

て 方 ょ な
い利に 心す 「

守
り

は う いはな考で活つ自しるか とあにえす な て っ用 。 ・分 方 る ・り窮。 が も た・が が は の ま屈ら ら進 お はえら 客 得そ
る
。

」守 とせに
む ど 考ん考
とうれる

。さ うにえ え
やて使ま なる

「
守
。

う で る

AI利活用原則
出典: 総務省情報通信政策研究所「AIネットワーク社会推進会議報告書2019 別　紙1:AI利活用ガイドライン～AI利活用のためのプラクティカルガイダンス」より

 http://www.soumu.go.jp/menu_n　ews/s-news/01iicp01_02000081.html

適正利用の原則

AI

適正な範囲及び方法でAIを利用

セキュリティの原則

AI

AIのセキュリティに留意

適正学習の原則

AI

AIの学習等に用いるデータの質に留意

連携の原則

A I A I

･ AI相互間の連携に留意
･ AIがネットワーク化することによってリスクが
 惹起・増幅される可能性

安全の原則

AI

生命・身体・財産に危害を及ぼすことがないよう配慮

プライバシーの原則

AI

他者または自己のプライバシーが
侵害されないよう配慮

尊厳・自律の原則

AI AI

AI A I

人間の尊厳と個人の自律を尊重

公平性の原則

AI

AIの判断にバイアスが含まれる可能性が
あることに留意

透明性の原則

AI

AIの入出力等の検証可能性及び判断結果の
説明可能性に留意

アカウンタビリティの原則

AI

アカウンタビリティ※を果たすよう努力

※判断の結果についてその判断により影響を受ける者の理解を得るため、責任
者を明確にしたうえで、判断に関する正当な意味・理由の説明、必要に応じた
賠償・補償等の措置がとられること
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移 動

医療・介護

家 事

仕 事
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● 生活者の嗜好に基づくレシピの提案

● ドローンによる種まき等の作業の自動化● 契約における価格の自動交渉

● 食材や日用品の在庫に応じた
　自動注文・自動配送

AIの利用シーン こんなことまで
総務省情報通信政策研究所「AIネットワ  ーク社会推進会議 報告書2018」より作成
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● 完全自動運転の実現による
　高齢者等の移動の柔軟性の向上

● 路線バス・長距離トラックの自動運転

● 緊急搬送における専門医とのマッチング、
　最適ルート設定

● 最適なケアプラン
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特集  ● AI、どう使う?
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実際にA Iを利活用している方々にインタビューしました!

AI導入で保育所選考業務が瞬時に完了！
（高松市こども園運営課　佐竹様）

AIを活用したキュウリ選別機を開発
（キュウリ農家　小池様）

間きな申　加あ果要事やっ選りか複希務　
の出る請本しる通し務保て考まつ雑望は保
大す選者事てほ知て処育いをす公にの、育申幅こ考の務おかがお理施ま職。正介多 施こ 請なと にり結利 、遅りに設し員 に在様 設職 者短で果得 A ま れ、 のた すく 膨 の 行 化 の員 申 の縮、 まが I し 増が る事を のな請大 手 う な世入に をた 加、 で 中務瞬最 負る者な 申作 必 ど帯所つ 適。 に 、 で処時も 担傾へ時 請業複要 要状選な 用 よ 、理に高 も向の間 件で雑が迅素況考げ し り期導く 増に結を 数行なあ速がや事、 、 、

待働時目どめなで　て心視断があな早
しき間指、細っき A いし点のあたり期市て方労し かたた I まてを関りりまの民い改働 申時 すて い 利意与まの 申サ す結
ま革を 。い 対請間 識 しー 導 用 や 請。果
す 是 す た Aの ま 応者は入 で 透 者 通ビ。 正 る が実 Iすスにへ入に き 明 対 知

し こ 、現 。 充の所よ る 性 のの 人応 が、ま とに職 向てよ保り と な間で利可た でも員 上るり留削 考 どの不用能、 、期の長をなきに減 え安の判安にと

「ーししうの 得　忘のたえめデそりにて　デジたょ考大 るデれ実めるたーの目おい Aー参キうえ切 A ーて現に必安タ A をいくタ I
照 かュ 方な タは〞は 提 I てた要 向は I 心と〝 を。 い 機）ウ が が ・供 め私 資、時 が をけを い人 社必 利 安よけ 者 能リ には 産 開代 あ る開 要

で
まう間 会用 り 全や や選 A

I
、 発 はで に り の発 価せ基中 に で者 利す 便、別 あや

提
お ま でし ん 利は 値 本心 つ A用る 益機 る い 。 す はて（ 理 活な を の い者た に I

」 て 。 なお 5 いと供 持 念社そてをめ ば開用は くりペ

を
活
用でい者 ち を会の考含の か発し、 、

取め体のどあリ A 　考う提る説タも蓄るま
っのでかのりテ I まえな供べ明をの積デす
てコ健によまラ時たま使農きせ A でしーがいミ全関うすシ代、す用家でず I すたタ、く 利 そュな心に 。。ーの はのはに開。生は必 自 用 そA こニ をを利 デ す不 簡 何な 発 産要 I 分 のケ 用 高 者 で持 ー べ利 単い の ノ十が の に よー 使利 さ めタ き益 にた ウ年あ ち し うシ活 れデるにお でと かめ ハ わり 、 、ョ 社てー必対い ななデすにな用 ウ

と
かれまンの会いタ要すて いるーめ十デそけてすをた全るががるも とよタ取分ーのてい。

高
市
早
苗
総
務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

くな　安れで　会聞　大　
関ど A のと幸暮をく A 臣皆
わ、 I あもせら思と I のさ私る る、 い、は なし 高んた A 皆が
様 家社 浮社 市が さ広 、ち か会 I 早こ々 電 会便 んくの べでに、 で は普苗んな暮自 利まし翻分 し ど及でに
ら動 にす弄野 ょ ょ のしすち運 かし さ なう よた。で 転 う 。 はに かれ り う社開 、 か 。大行。る 豊 な会 総発 。

・き政 不そか 社と 務

　てつなまめ心 A り不の会 A 者　れシバ寄便こ利
まいらたにし I 除安開議 I の総てーーせ利れ活
いてな、はて や を 務い セい らを 発 ににネ方 な 用何にり、い 何、 省まて懸 開 どキれなよこ に 使便 や ッ々 が
まよ 催の が 念利 にです ュてるり進気 、 へれ い利 トし 国る 。 リか 課 し は 、めな を活 いワ参 とま を こ の 私た影 題 民 、 、 テる らでと付 なも で用こー加産 影 大た。響 に の ィ一 れ検いけ しの きにうクい学 響 きちは な 、方 て討っ 皆な てと るつし社た民 もプ なの、 る で い日 をたけ いしさだいた会だの 指ラ 期生の 、 ま本 行点れ くてまけて A 推い有 摘イサ待活か すだ っにば た安が取の I 進た識 さバイがが、 。

けのタで本　き案て発界務大で 2 　をでらこまけ
、開ル開年そまし国にに大臣開 0 そリあゆなせに
20 発経催 6 のし、際関先臣会催 の る と各 1 ーり すん
や済さ 後た 駆 ド月 的す と さ 6 契 、合 分か。どで 国 日大 け利 れ も。に る し れ し Aな で 年機 野は は まか 本臣た 議 て て I活 議 8 てじ 茨 すたに 、ら と に るが会G 論 、議 ま 今をめ用 城 賛論原 A 。G香 お もな 国合 が 長当 い やての 20 県 同の則 7 川 際け いI のっで貿 重 を時 り 全促 つ を開を 情 る かの 県 的 では易 ね 務、 たま 世進 く い始紹研 私報高 なテ には、・ ら め のし 界原に A デば たを介究 は通松 議ー 使あれ 、 はた 、則向 I ジ市 だ提し開世総信市 論マあいり、 、。

10 「だでい使さ企共　 うを 進　とた識なまがAとあくいれ業有 A のた公 会 A 考こを議し閣
考 ここ、やさ I 原 Iり め表 I えと共論た僚誰 議え、とな 個れ 則 利に にし ては有が。も ネ A 声豊 でて がせ 人た を 、活 い関 心 、 進か が 安 ッ で大 明い 政る の認 詳 用は ま Iし み安 が心 ト きな 変 とま 府環 皆識 解 ガ、 す にて け 本 、るす社 心 し ワと境 さが 喜 多し 関しイ 。、会 し 国 てて 年ー ばま。 しを ん地 て くすてドへ て おて整 に域際い A 8 ク しでのる採ラのの備 A も社社まき I 社 いに国国択イ月
近務し I 共会会すたを 会 こ至で際さンに道めてを有やで。い使 推 とっ認的れ」、

A
I

G

A
I



肝属川の支流である荒瀬川にある、3段からな
る「轟（とどろ）の滝」。周辺は整備されてあり、
水遊びを楽しめる。この滝には、水木しげる氏
の漫画『ゲゲゲの鬼太郎』に登場する「一反木
綿」が出没するという言い伝えが残っている。

塚崎古墳群第1号墳の上に根をおろす、高さ約
25m、幹周り約14mのクス。推定樹齢は約1,300
年と言われ、この樹の上には50種類あまりの植
物が着生している。ご神木として崇敬を受け、縁
結びのパワースポットとしても知られている。

毎年8月、地域の安泰や五穀豊穣を願い、平田神
社に奉納される神舞「ナゴシドン」（町指定無形
民俗文化財）。岸良地区が600年以上も守りつ
ないできた伝統行事。舞の場所は岸良海岸。青
い海を背景に砂浜で行われる舞は一際美しい。

Profile
鹿児島県肝属郡に属する。平成17年に高山町・
内之浦町が合併し肝付町となる。主な特産品
はパッションフルーツや辺塚だいだいなど。近
年では和牛にも注力し、鹿児島県畜産共進会
では1席2席を独占するなど高評価を得ている。
人 口 15,169人（令和元年10月31日現在）
面 積 308.10㎢
U R L https://kimotsuki-town.jp

海山に囲まれた肝付町には、
パワースポットや行事がいっぱい !

その一部をご紹介します。

イワツツジ
内之浦宇宙空間観測所の近くにある長坪地
区では、毎年2月下旬から3月にかけて、約
2,000株ものイワツツジが一斉に咲き、田ん
ぼ脇の斜面を薄紫に染める。

高山やぶさめ祭
毎年10月第3日曜日に開催される祭り。国家
安泰と五穀豊穣を祈願する、約900年の伝
統を誇る行事。射手となる13歳の少年が、弓
を手に約330mの馬場を駆け抜ける。

辺塚海岸
大隅半島南東部の中でも、特に美しいと言
われる浜辺の一つ。岸良海岸とともに、毎年
5月から6月にかけて、多くのウミガメが産卵
に訪れることで有名。

肝付町の魅力ダイジェスト!

鹿児島県 肝付kimotsuki-cho町
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現在・未来の課題を見据え
安心して暮らせる町へ

　肝付町は町土が広く、そのうちの約90%を
山林が占めています。高齢化率が高く、集落
も点在していることから、10年ほど前から
ICTの利活用を推進してきました。町内全域
に光ケーブルを整備し、防災や観光拠点には
フリーWi-Fiのアクセスポイントを設置してい
ます。皆さんに安心して幸せに暮らしていた
だく仕組みをつくることが私たちの役目です。
「現在と未来」、両方の課題をしっかりと見据
えて、多く人に「この町で暮らしたい」と選ん
でいただける町でありたいと思います。

町のキャラクター
宇宙人の「いて丸」。

舞 青い海を背景に
砂浜で舞うナゴシドン

▲▲本年本年11月月1818日日にに、、内内之浦宇宙空之浦宇宙空
間観測所間観測所（（JAXAJAXA）か）かららイイププシシロロンン
ロロケケットット44号号機が機が打打ち上ち上げげらられれたた。。

内之浦宇宙空間観測所（JAXA）
各種観測ロケットと、日本初の人工衛
星「おおすみ」をはじめとする様々な人
工衛星・探査機の打ち上げ施設。施設
内の特別公開では、M整備塔ロケット
ランチャーや直径34mの巨大なパラ
ボラアンテナの駆動実験、レプリカの
宇宙服の着用体験などが行われる。

樹 大樹パワーを独り占め
樹齢約1,300年のクス 滝 白いヒラヒラが見えたら

それはきっと一反木綿!?

鹿児島
宮崎

熊本

肝付町

ロ地自広九
ケ球然が州
ッと豊る南
ト宇か太端
発宙な平

 

大
射をこ洋隅
場つの

 

連半
のな地な島
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ら山町来を々
を仰　
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く

辺塚だいだいカンパチ
エサに辺塚だいだい
を混ぜて育てられた
カンパチ。脂ののり
が良く、臭みもなく
おいしいと評判！

えっがね（伊勢海老）
漁獲高は年間約10tと、県内
ではトップクラス。毎年、禁
漁の前後には「えっがね祭
り」が行われ、多くの人でに
ぎわう。

辺塚だいだい
肝付町内之浦地区周辺
に古くから自生する、ダイ
ダイの原種とも言われる
柑橘。小ぶりで、まろやか
な酸味が特徴。

塚崎古墳群

塚崎の大楠
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肝付町の魅力を発信!
ウチノウラキモツキ共和国　

生産者は専用アプリで  
牛の状態を確認・管理する。

個人の経験値に依存せずに効率的な畜産
が可能な「スマート畜産」は、後継者不足や
労働者不足による離農防止に貢献できる。

民間企業や地域関係機関との連携による
AI・ICT・IoTの多彩な取組

地
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方の力地

0
方の

2
力

肝付町の

わがまち
じまん

内之浦宇宙空間観測所（JAXA）
　内之浦宇宙空間観測所（JAXA）が設置され
た内之浦地区は、日本における「ロケット開発
の父」と呼ばれる糸川英夫博士が発射場の建
設地を探して日本中を巡り、ようやく辿り着い
た場所です。
　山腹を削り、山の上に造られたこの発射場
は、世界的にも類がないと言われています。
　この観測所は多くの地域住民の協力もあ
り、昭和37年2月に完成しました。これまでに
400機以上の宇宙ロケットと、約30機の様々
な人工衛星・探査機の打ち上げが行われてい
ますが、住民からは轟音に対する苦情一つ出
てこない、「世界でいちばん、住民から愛され
る発射場」として知られています。町の人々は
この観測所とともに歴史を紡いでいます。

ドローンにより広範囲の畑
を短時間で確認できるため、
作業効率が格段に向上する。

低料金でドアtoドアで運んで
くれる「おでかけタクシー」は、
住民の足として活躍している。
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今年8月にオープンした
土産店「宙（そら）の家」では、

宇宙関連のグッズを購入できる。

日本初！町主導
「スマート畜産」

肝付町おでかけ
タクシー

畑で採れる
作物の栽培支援
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　平成29年、肝付町は「おおすみ半島
スマートエネルギー株式会社」を設立
しました。同社は、町主導の新電力事業
会社です。
　それまで主に地域外で利用されてい
た、大隅半島で発電される大量の再生
可能エネルギーが、この取組によって地
域内でも利用可能となり、お金とエネル
ギーを地元で消費・循環させる「電力の
地産地消」が実現した形です。住民に
とっては「地域の電力」ということで安
心して利用でき、省エネ意識の向上にも
つながっているのだそうです。

電力は地域資源!
　地産地消を目指す

　繁殖母牛を個体管理データベースに
登録し、また牛の首にIoTセンサーを取
り付けることで、発情行動などをモニ
タリング。目視で管理していたことが、
生産者へ通知されることで、生産性の
向上・安定化が期待できる。　
　肝付町では日本で初めて、町の主導
により若手農家をグループ化し、デー
タを県・町・JA等が共有。現場の営農
指導への活用に取り組んでいる。

　本年9月30日にスタートした、AI運行
による乗り合いタクシー。
　現在、高山エリア、内之浦エリアの
2エリアにおいて、住民の各地域内で
の移動を対象に運行中（利用料金は
1回200円）。
　電話またはスマートフォン専用のア
プリケーションから予約を入れると、AI
が最適な相乗りルートを決定し、効率
的に運行する。自宅前での乗降も可能。

　クラウドを活用し、IoTセンサーで収
集したデータを利用して、植付けや農
薬散布などのタイミング、収穫時期な
どを判断。これによって、高い収穫量の
確保、通年で畑を活用する栽培サイク
ルを確立している。　
　同時にベテラン農家の栽培方法等と
クラウドに蓄積したデータを合わせた
マニュアルを作成し、農業所得の向上
につなげていく。

敷地内に立つ
糸川博士の銅像。

施設内の特別公開の際は、
全国から宇宙ファンが集まる。

ロケット発射の日は、町が多くの
報道陣や見物人の対応に協力する。

おおすみ半島スマートエネルギー（株）は、平成30年
5月より、電力の小売事業をスタート。

本年4月より「荒瀬
ダム小水力発電所」
から買電。

ウチノウラキモツキ共和国
http://space-kimotsuki.jp/
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お問い合わせ先

総務省行政管理局行政手続室
Tel. 03-5253-5353 E-mail. gyousei-tetsuzuki@soumu.go.jp
（「権利利益保全等のための措置」③④に係るお問合せ先:法務省民事局参事官室　Tel.03-3580-4111）

「風を号まと全の特と別利
　

特 ま復い業さのが等13 大
　

に令「 台い第適のする等被定 措利 定 れ る興 れ務 被多の都雨 令 よ和
19 い 特 て害 状 、 風用被。こを 非 置益 に 環 災数人被 県10 和ま 非 特い る元と 定に は号 図 で 第す害 者 の 況常 者 的に災が 非 常 別す ま 境 元 被時 年にる 月 の 関保 に あ者 る に が 発災 19

で ） 地 被災 す 警 年 害に 常 間 台よたの18 避る方 あた 令 号害 全 。 多域 害 報き おる 害 台め 災 を と方日 め々に
す
る り大 難 さ 風が」

（る い 等 へ 全 、要 と災に の 法 、 住 風々 指 害 とに 生 れ 第
と て を かな 過金 す 体 い害、「に 権 律 の も各 の 活 家、定、 第図 つ支規 る の 死去い令 ）も 」 指 に

19
に 利 政（ 被 、 被、 種 さ る 障日を定 そ 亡最ま19 号こつ 法台 、和 の利 令れ 以た害 定 と が常余未害い の ・多すさ 号元の風 に措 下め者 生 負て 益た が 生 儀だの （れ と）よ「 復 での年措第 置の災 のの 見 じ活な多程傷 以て っ な旧 は特 置19 法台 いを保害て 特権 込 てや く度者・ く る 下」 、

廃
　
　②

361.htm
l)

( （害な るい等可の
　
　① 権 定よ

る
がす定火止事行期 特る 有場の よ被 公べ等 の行 利 さ 非） 合 き等 許業政限 設 ま効 たのう災延政 れ災利 布 常

行な 長 ま 措ペ 期がめ 害・の 認報上内 で 上者 益 災。 あ し 施の ー の 置届 に 可 に延限 政有 が告 がジ る 保 た「 害行の出 義履 効
の

kyotsuu/im
portant/kinkyu02_000

が 権上書 長 、 特 及自 。 さ務行

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/m
enu_

等 必
に た 全 指の 令 要 利のの て さ 期一 め 等 定れ びの 動 利 定よ さ 和 な権提 公覧れ 、 限 の 非、 こにう 履 2 許手利 車 益れ 台 れ出 表はま の の 常 関な 行な た年認続利 運 風 に、 し、す つ 満 災 す履薬のか 総 3 可 益 転 め 第 対て 。 を い 了 の 害 る行局免っ 務延 たの しい 月等との 19日期の責た 」 政
ま省長31 にれ更許免 措 に号 適令限休 す災と日係な新認許 置 指に 用」

「日満間 有が
　
④ 定裁和が清て債務

　
　③ 先業責場 1 な本19 の（ （相了 し適台相 は判 支 を3 算 権超台の法 等報 あ任合月か来号金 令続す て用風続 さ 払 さ っ所 中 者 風特人 に る） 年 過 告をに31 のに和のい たま れる さ 放 に10 不 れ第 で かに第例の ご は日 履た 問 よ法書で 元承 れ 場も 19 ま たよ 能 ら 19 相 （棄 あ 陥 破 、 る令延 年認相 行た せ 月 のわと 行 合の 破 金等 る でる っ 談

10 続 号市 ん 号 産長 9 提れ 期災上） 又 し場 く 政 でが に 産 ）の 破 あ た人 。 の 手さ 月 区 ま まあ限害のは 日る て 出熟 手れ 10 際 上令 産 法 だ（ 合の 影 続 っ 義放 町 も せ で まを場 さ先ま和 し 手 又 人続 及方 慮 土日 響 開 ん にてで 務棄 村 、 原合 （ い（ やす 々 災 に2 期 続 （（注） ） は 開 始 び もを 履 に（ ） が」 まを 1 対 各 因。年木のを 害間 の 。 詳刑 令に 開 始 受 行 履 、で対 除 2 ） と）5 熟 し救の 種 台以 住 始 法の け 決 細事 和さ 行のき）象 て し月 慮 所助延 の 法人申 て 定 届は上れ 2 風後 さ
29 に 間、 は てに期 を法長 決 令人が立 債 出事のた年れ 第、 、 、 、

（注）災害救助法が適用された市区町村：http://www.bousai.go.jp/taisaku/kyuujo/kyuujo_tekiyou.html

（ （関 のび町し定対機域
　

の行 裁がてに害 10 をが
　
⑤火 つ 金の 満法村、が象関、延 免 日 台民災 延政 判 を に 有適

） 延 い ）（長 長 除すま了人に な地の 起ま し用長 所 て 風事害 上 木がで 域長 にさと 裁因で て日が住 長 るい さ第調救指 に ）の 後 の対所 ご 場限に れ に いは に れな 判す か 19 停助 の象等 つ権 相 た定範 つよ ま合 、、 り ら たる 所る の
し 法 い 台 号囲令にを っ満 い利 談すに 方、 民 市許 令 に申が て （ にな 台 て 風ま が内和 有 了 て く は

認 利 民 和 区、 際詳 事 立す 適 第で だ 、 、2 り 風告告し 日 益 手 に 令町し可 事 4 手。 用 細、 ま さ示示は 19年 て 第国 の 数調関 和は 年 村災数すいさ 、等 いさ 号
の３ 19 に 国 料 す ９元に害料。たれ ）最 停お 、 にれ 満 。行月延 対 年寄 の 月 の方た号 の の る 住救い よ
31 ま 了政 長々市にて 行象 納 紛る30 10 所り 申 助免す機 後 区際指 政地 日日 及 の付立争災日月等法除。

ご存じですか 「特定非常災害」の指定? 

有効期限が延長される許認可等の例

令和元年台風第19号による災害が「特定非常災害」に指定されたことにより、
許認可等の有効期間の延長等が行われます。

December 2019 |  Vol .228.  |  MIC 18

※延長となる許認可等は、国の行政機関の長によって告示されています。詳細は、前掲の総務省災害特設ページにてご確認ください。

1 自動車運転の免許 3 飲食店営業の許可

5 登録電気工事業者の登録

2 無線局免許

4 マンション管理業者の登録 6 旅行業の登録
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統計局ホームページ ～ 3調査のご紹介～はこちら

https://www.stat.go.jp/info/ 携帯・スマホはコチラから▶

kouhou/keijyou.html ※一部の機種・アプリで読み取れない
　場合がございます。

※センサスくんとみらいちゃんは総務省統計局のイメージキャラクターです。

統計調査員がお伺いしましたら、ご回答をお願いいたします

裏表紙も見てね!

December 2019 |  Vol .228.  |  MIC 20

「あなたのために。くらしのために。」
統計調査
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ひななの計 要地 めら
とのる世的 な方しに

国が実施する重要な統計調査です

皆さまの個人情報は厳重に保護されます。
この3つの調査には、「統計法」に基づく報告義務があります。また、統計調査に従事する者には、
調査によって知り得たことを他に漏らしてはならない守秘義務が課せられています。

統計調査を装った「かたり調査」にご注意ください。
統計調査員は「調査員証」を携帯しています。不審に思ったら、都道府県統計主管課まで
お問い合わせください。

!

（円）「牛乳」の小売価格の推移ー東京都区部（2018年7月～ 2019年7月）
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牛乳の価格は、近年では2018年冬に一度緩やかな下降傾向にあったものの、その時期
以外はおおよそ上昇傾向にあります。
注）店頭売り、紙容器入り（1,000ml）、1本

（%） 女性の年齢階級別労働力率の推移（1989年・2018年）
90

80

70

60

50

40

30
1989年 2018年

20

10

0
15～ 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65歳
19歳 以上

【「M字カーブ」が変化】女性の年齢階級別の「労働力率（※1）」をみると、「M字カーブ（※2）」の
底は、1989年は51.1％（30～34歳）でしたが、2018年は74.8％（35～39歳）となって
おり、M字の底が上昇し、台形に近づいています。
（※1）労働力率とは労働力人口比率（（就業者＋完全失業者）÷15歳以上人口）のことを指す。
（※2）女性の労働力率は、一般に、学校卒業後の年代で上昇し、その後、結婚・出産期に一旦低下し、
育児が落ち着いた時期に再び上昇するという、M字カーブを描くといわれる。

（1987年=100） １人当たりの食料の実質金額指数※の推移
200.0
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（年）

1人当たりの食料の支出（実質金額指数）の推移を見ると、1987年と比べると、内食は減
少傾向、外食はほぼ横ばいである一方、中食（調理食品）は増加傾向にあり、2018年は
約2倍に増えています。
※食料に係る購入金額を1987年を100として指数化したもの
注）内食は魚や野菜などの食材そのもの

答えは?



23 MIC |  Vo l . 2 2 8 .  |  D e c emb er 2 019

イバラ大臣との覚書の交換を終えて

内閣府行政最新化部門との会談の様子

ク関
　
今制 I 国た協放が国時書協 I 閣共

　
テ心覚回のC の。力 2送 務）署力C 和本ィ 更 、 府
事書の内T内 関 0 アス にな 日 大 名 T 国年行に項で覚容分閣 ル0 関 （る係本 臣 及ゼ者 9

関 は 府 す 以を 書に野 9 政協を び方 ）ン

 

月す 、のつ 行 年。 日継 チ るデ 下有以 に 日 最い 力 9式る 交す お 本下 て 政 8 ン 、「関続（ 覚ジ本 新 日情 換 ける 側 アの 調 最 側 タ係的 月と 書
報 ： ル ル、に る 総政 整 新 に に を・化分 の アイ石： ゼ交 至 相策野 拡 地ル ガ 務し 化構 バ 交 部ンり換 互

ISD
B
- ゼ 田 バを 大 T ラ 換メ チ省及 部 上まて 築 ン協 総 門を 含 さ）デび 門に 行 ン ンはしき チ し と実 力 採せ ジ 務 ト 」アグむ 向 ン政 またた と と・ て用タ ル施ッ、 のけ は 大 分の最 い。と し ゼ

しト共 連 き ル間て 以 、 臣 野間こ テ た うン携 ま 同新（プ通 （レ で、 ろ で、 降 で）チ協ラの 体 同し ビ国化当覚の 内ン、 、 、 、

をイ企書
　
討要的ま等るテ旨等つて電隔し力

　
⑥⑤④③ ② 力

ン ィ い進 業を総すになしに等 をで 紹子医たのまデス地サデデケ をフ
①
I

め る応 たつ や て た バ踏 の マと 務 情 述協 介政 。進 ジ イ ジ療 上 ー 発ラ い 電 も 総 ー Cて こ 説 べ タ シの 報 し バイタ連 。ま省 じ 今て 力 府 め、 デ 展、 ト T参 と 子 聴 務 覚ル ー ルョて ま ジ携 交 の 、 中 ドで 関明 化 方 ・シ ン さ海 えり で 後 政 今し 取 省 書 タセのイ イは 共 が 小 せし 換 テま外 、 心 具 ガ事 に ン ン国 は同 あ府 し の ルキ一 た 後・ 都よつ バ、 今 ィ るに テ クい フす展日 致 、 体 業 交 ュ際 提 り 。回 担 化 な、 メ作 沿 レリ
解
消 旨先 ア り市 ル ラ。 的 て開 が 等 ン本 し な ル 換、 ビ を機の 案当う、 テ ー業 総 方の ゼの向安 及に ら も トど 放 合関アま 成 とな ィ ジ部 官と務 か ン展け向 意質 ルし 、 全 と ョ びど が 果 送 意、 ベの 実チ ス （た も自ゼ ら ンけの 会 開 ・をーコ省重 Iを 見マ証ン しは 低ン に 及た高 。の メの 可治 進ス 要 実 側 ー 交 C てチ コンい 開 言 、 い取 ス 事ン めで 能 、 び課 現 の トス換今体 ト Tマ まり I と 催つの 及 業 性 デ題 関 シトが ーし を後、

ISD
B
- アつ ジ す組C 民の を 具あ案で 支 にテな

T

、 トた 心 しの プつィ ） タ 。みT間覚 検必体り件あシい援にい 遠ま協 ル リ、

編　集　後　記 e d i t o r i a l  n o t e

よかッ
　
受のをー

　
行だ手町祭月たの目打っ 　

わい民所
　

ロトう 帰け技有が とで」 る たし事。 20 た的のち 鳥せ が神取ケを 9 のと 術す走 少か は 町りた 日とにッ で な 前 て、 居 集社材見 練心 0 馬 あト の。もるりしあ 毎り に町向を 年 民の ま前につにの 飛 習共 、な 0 を っ。 る 年 っつ 民 方本 、 開 け通 が がた の訪堅 伝 走 一て打、行 に が。年流 現中だ催かてり に縄土 斉い長れ
（
広
報
室　

I
W
S
）

くち次 統あ 鏑 ら機 ら 近 。学おさら矢過 れ目をにたいた誓 唯上は るを せ、 一で い 、一 馬 2 れ を話 歓 ぎ をか 持し。っ 是 守 町 た 本10げ 、 町 の 歴 た年 声打 和、 向 んた を を け つ 月に非肝 、り に 「ロ 次。 。 や道あ次 史 つ け と付 そつ は すケ 生 が合や 伺 声高 々 かに上。 っ る な第 んつッ がA るの 上 とわぶ町 う 矢山 とと には旬なもト あ と り。 さ 男の I と がせ 共とや 通い 談多、 。印最発 る っ 、てめパ タ の子、ぶ
が
的りうに馬 道 く四笑ン た訪祭 象

を
先射 伝こが肝 に 鞭 し 十ク さ 間 に に のフ 。 沿

れりレ 端場シ 統と射付め10 当いにを乗 這て町九

広報誌「総務省」についてのご意見・ご要望は、FAXまたは電子メールでお寄せください
FAX｜03-5253-5174　MAIL｜kohoshi@soumu.go.jp

世界にはばたく
M i n i s t r y  o f

I n t e r n a l  A f f a i r s  a n d
C o m m u n i c a t i o n s

 
アルゼ

総務
ンチン共和国との

省
ICT及び

デジタル・ガバメント分野での
協力覚書の交換について

C NE

M

I W

S

03

D e c ember 2 019 |  Vo l . 2 2 8 .  |  M IC 22

「三ない運動」をご存じですか？
政治家の寄附は禁止（贈らない）! 政治家の寄附を求めない! 受け取らない！

総務省ホームページ

なるほど選挙「寄附の禁止」
http://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/naruhodo/naruhodo08.html
※詳細はお近くの選挙管理委員会までお問い合わせください。

次の行為が禁止されています
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、
人 選附ひ 挙や明と 法贈るり にりいが よ物選寄 りを挙附 禁求を禁 止め実止 さる

現の れこ

政治家の寄附禁止の対象例

その他、禁止されている行為
〇政治家が選挙区内にある者に対して、答礼のための自筆によるものを除き、年賀状、寒中見舞などのあいさつ状（電報なども含む）を出すことは禁止されています。
〇政治家や政治家の後援団体（いわゆる後援会）が、選挙区内にある者に対して、主としてあいさつを目的とする有料の広告を新聞・雑誌・テレビ・ラジオ・インター
ネットなどに出すと処罰されます。

お祭りへの寄附・差し入れ、
町内会の集会・旅行などの
催物への寸志・飲食物の
差し入れ

落成式・開店祝など
の花輪、葬儀の花輪・
供花、病気見舞い
など

結婚祝（※）、香典（※）、
卒業祝、入学祝など

お歳暮・お年賀など

※政治家本人が結婚披露宴、葬式などに自ら出席してその場で行う場合には、
　罰則が適用されない場合があります。

×

×
×

×
【平時より禁止されるもの】
●政治家の寄附の禁止 ●政治家の関係団体の寄附の禁止
　政治家が選挙区内にある者に対して寄附をすることは、その時期や名 　政治家が役職員や構成員である団体や会社が、選挙区内にある者に対
義のいかんに関わらず、罰則をもって禁止されています。また、政治家以外 して、政治家の氏名を表示したり、氏名が類推されるような方法で寄附を
の者が政治家の名義の寄附をすることも罰則をもって禁止されています。 することは禁止されており、選挙に関して寄附をすると処罰されます。
●政治家に対する寄附の勧誘・要求の禁止 ●政治家の後援団体の寄附の禁止
　政治家に対して寄附をするよう勧誘や要求をすることも禁止されてい 　政治家の後援団体（いわゆる後援会）が、選挙区内にある者に対して、
ます。政治家を威迫して、あるいは政治家の当選または被選挙権を失わせ 後援団体の設立目的により行われる行事や事業に関する寄附以外の寄
る目的で勧誘や要求をすると処罰されます。政治家名義の寄附を求める 附をすると、その時期や名義のいかんに関わらず処罰されます。
ことも禁止されており、威迫して求めると処罰されます。

選挙に関して行うことが禁止されるもの】
●政治家の氏名等を冠した団体の寄附の禁止 ●請負等の契約の当事者の寄附の禁止
　政治家の氏名が表示されたり、氏名が類推されるような名称が表示さ 　国、地方公共団体と請負その他特別の利益を伴う契約の当事者がそれ
れている団体が、選挙に関し、選挙区内にある者に対して寄附をすること ぞれの選挙に関して寄附をすることや、これらの者から選挙に関し寄附
は、その時期や名義のいかんに関わらず、罰則をもって禁止されています。 を受けることは、罰則をもって禁止されています。

【
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